
2024年【令和6年】2024年【令和6年】2月1日［木］2月1日［木］ 19:30～21:2019:30～21:20日　時日　時

薬剤師のための災害医療
スキルアップセミナー① in 横浜

大塚災害薬事サポーター養成プログラム

無料無料参加費参加費

『横浜市の災害医療体制』『横浜市の災害医療体制』

19:45~20:1519:45~20:15

20:15~20:3520:15~20:35

座 長座 長 先生先生菅野 　浩菅野 　浩 済生会横浜市東部病院  薬剤部　部長済生会横浜市東部病院  薬剤部　部長

先生先生日向 　彰日向 　彰 横浜市薬剤師会理事　災害対策委員会委員長横浜市薬剤師会理事　災害対策委員会委員長

演 者演 者 様様山本 康明山本 康明 横浜市医療局 地域医療部　救急・災害医療課担当係長横浜市医療局 地域医療部　救急・災害医療課担当係長

『災害医療の現状 ～災害薬事の扉をあける～』『災害医療の現状 ～災害薬事の扉をあける～』
演 者演 者 先生先生渡邉 暁洋渡邉 暁洋 兵庫医科大学危機管理医学講座　薬剤師／

日本災害医療薬剤師学会　会長
兵庫医科大学危機管理医学講座　薬剤師／
日本災害医療薬剤師学会　会長

20:35~21:1520:35~21:15

講演①講演①

講演②講演②

講演③講演③

開会の辞開会の辞19:30~19:3519:30~19:35 先生先生坂本 　悟坂本 　悟 横浜市薬剤師会　会長横浜市薬剤師会　会長

19:35~19:4519:35~19:45

『能登半島地震の災害支援に関する報告』『能登半島地震の災害支援に関する報告』
先生先生日向 　彰日向 　彰 横浜市薬剤師会理事　災害対策委員会委員長横浜市薬剤師会理事　災害対策委員会委員長

現地報告現地報告

演 者演 者 先生先生竹内 一郎竹内 一郎 横浜市立大学  救急医学教室　主任教授横浜市立大学  救急医学教室　主任教授

『平時の医療と災害時の医療､何がどう違うのか？━需要と供給のバランスから考える災害医療━』『平時の医療と災害時の医療､何がどう違うのか？━需要と供給のバランスから考える災害医療━』

閉会の辞閉会の辞21:15~21:2021:15~21:20 先生先生肥後 保仁肥後 保仁 横浜市薬剤師会　副会長横浜市薬剤師会　副会長

https://forms.office.com/r/pCkWxR8psehttps://forms.office.com/r/pCkWxR8pse
●公益財団法人日本薬剤師研修センター研修単位 1単位
●日病薬病院薬学認定薬剤師制度（領域Ⅲ-2） 0.5単位
●上記アドレスまたは右記QRコードよりアクセスし、必要事項をご登録ください。
※当日は、ご参加の確認のため、ご施設名、ご芳名の記帳をお願い申し上げます。なお、ご記帳頂きました個人情報は、本講演会の出席者の確
認及び次回のご案内の為に共催関係者のみで使用し、その他第三者に提供する事はありません。また適切に管理し、使用目的達成後に速や
かに廃棄いたします。

共催： 横浜市薬剤師会、 大塚製薬株式会社
後援： 横浜市、 日本災害医療薬剤師学会、 厚生労働省

●お問い合わせ／mail： Mikuniya.Takumi@otsuka.jp ／Tel: 045-314-5061　●管理者／大塚製薬（株）  三國屋拓実

地 域 包 括ケアに役 立つ   災 害 時 に 薬 剤 師だからできる事

本セミナーでは、■地域の災害医療体制■薬剤師としてどのように貢献できるか発災直後からの薬事トリアージ■対人業務スキル等を学びます。
国内の災害薬事の専門家と共同作成した大塚災害薬事サポーター養成プログラムの３回シリーズカリキュラムに沿って運営を行う予定です。

全3回セミナーを受講された方に修了証を発行致します。

※QRコードは（株）デンソーウェーブの登録商標です。

会　場会　場 横浜市南公会堂横浜市南公会堂 横浜市南区浦舟町2丁目33番地  南区総合庁舎内　
TEL：045-341-1261
横浜市南区浦舟町2丁目33番地  南区総合庁舎内　
TEL：045-341-1261

HYBRID形式講演会（現地＋WEB）HYBRID形式講演会（現地＋WEB）※WEB参加は横浜市薬剤師会会員のみ※WEB参加は横浜市薬剤師会会員のみ形　式形　式


